
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

同

拾
五
匁

拾

一
、
十
七
番
よ
り
廿
八
番
迄

一
、
武
拾
九
番
よ
り
四
拾
六
番
迄

右
之
通
に
御
座
候
。
以
上
。

九
月
廿
一
日

同

!Jl 

前
回
兵
右
衛
門

小
坂
八
右
衛
門

背
木
奥
右
衛
門
様

右

は

正

徳

元

年

也

。

'

向
後
よ
し
ぺ
鮭
茂
三
番
迄
御
用
に
候
僚
、
捕
候
者
早
速
義
上
候
様

に
、
支
配
之
者
共
h
可
=
申
渡
-
皆
、
御
紙
面
之
趣
奉
v
得
=
其
意
-
候
。
今

年
才
川
・
浅
野
川
雨
川
共
K
.
私
支
配
之
者
鮭
川
不
v
仕
、
御
郡
方
之

者
能
川
仕
候
。
魚
問
屋
共
h
者
、
右
之
趣
申
渡
置
候
。
以
上
。

前
回
兵
右
衛
門

小
塚
八
右
衛
門

八
月
廿
五
日

本

多

国

書

様

前

田

修

理

様

玉
井
勘
解
由
様

成
瀬
内
務
助
様

右
は
寅
永
三
年
也
。

叉
馬
廻
組
頭
留
記
に
如
v

左
あ
り
。

才
川
橋
よ
り
上
に
て
魚
取
健
儀
、
如
昌
前
h
f御
在
圏
中
御
停
止
候
保
‘

被
v
得
a
共
意
一
組
中
h
可
v
被
=
申
鍋
-
候
。
怒
々
一
経
営
。

五

月

廿

九

日

奥

村

奥

村

前本

笠

強岐

伊

回

佐

波

多

安

房

右
は
貞
享
三
年
也
。

按
や
る
に
、
此
の
後
も
留
川
の
建
替
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
今
愛
に
略

す。O
犀
川
河
原
寄
事

附
随
筆
に
云
ふ
。
東
美
源
内
.
吉
田
火
矢
射
に
、
或
夜
四
・
五
人
連
に

て
犀
川
河
原
へ
出
で
け
る
時
.
む
ら
/
¥
と
蝶
の
ご
と
く
成
る
も
の

い
く
ら
も
飛
行
し
け
る
ゆ
ゑ
‘
遁
懸
け
飛
上
り
、
弓
に
て
た
L
き
落

し
け
る
に
‘
寛
永
通
貨
の
銭
な
り
け
り
。
十
二
・
三
文
許
も
拾
ひ
来
り

し
と
て
見
せ
ら
れ
し
が
‘
予
が
愚
息
多
四
郎
幼
少
の
時
受
文
く
れ
ら

れ
し
。
鼠
の
皮
に
て
巾
着
を
祷
へ
入
置
け
ば
‘
ま
た
飛
行
の
銭
に
逢

ふ
と
敏
へ
.
ら
れ
し
程
に
、
則
鼠
の
皮
に
て
巾
潜
を
縫
ひ
腰
に
着
け
居

金
樽
古
蹟
志
巻
十
大

ニ
八

微
陽
爾
公
選
事
に
一
宮
ふ
。
陽
庚
公
の
時
犀
川
魚
運
上
銀
拾
枚
の
慮
、

百
枚
に
而
引
請
度
旨
及
=
出
願
一
其
回
目
建
=
御
題
-
慮
、
h
y

様
に
高
直
に
落

し
て
は
意
地
む
さ
く
可
=
罷
成
一
侍
共
遁
遜
の
地
な
れ
ば
狼
に
殺
生
も

不
v
成
、
風
俗
不
v
宜
鹿
へ
も
至
る
べ
く
、
如
品
先
規
-
北
ハ
飽
に
致
し
置
ぺ

き
皆
被
=
仰
出
↓
と
あ
り
。
町
合
所
留
記
に
.

才
川
橋
よ
り
上
に
而
魚
取
申
儀
、
御
停
止
之
官
被
目
抑
一
波
-
候
陀
付
、
何

茂
申
渡
し
燭
さ
せ
申
候
。

午
五
月
廿
七
日

右
は
寛
文
六
年
也
。

売

が
跡
品
川
-
才
川
橋
上
に
而
魚
取
候
儀
、
御
停
止
候
之
保
、
被
v
得
昌
其
意
一

町
中
h
可
v
被
a
仰
渡
-
候
。
御
披
見
之
以
後
、
御
名
之
下
に
御
判
形
に

而
可
v
被
=
指
越
-
候
。
恐
憧
議
官
。

辰
六
月
朔
日

里
見
七
左
衛
門
殿

岡
田
十
方
術
門
殿

津

田賀
源
右
衛
門近

多

左

右
は
延
寅
四
年
也
。

た
り
し
が
、
隣
の
猫
飛
付
き
(
す
る
に
よ
わ
り
て
、

F
K懸
け

置
き
け
り
。
巾
着
共
に
失
せ
て
今
は
・
な
し
と
。
右
哨
随
筆
は
、
享
保

十
二
年
の
著
述
に

τ‘
平
次
六
世
の
砲
父
盛
昌
の
筆
記
な
り
。
東
美

源
内
は
邸
ち
盛
昌
が
柔
術
の
師
匠
な
り
。
源
内
は
荻
原
霊
臓
の
高
弟

に
て
、
正
徳
四
年
七
月
十
三
日
夜
せ
り
。
有
海
永
貞
の
古
兵
談
竣
褒

集
K
・
東
美
源
内
は
深
茜
流
の
叙
術
或
は
無
拍
子
流
和
義
の
術
を
荻

原
十
裁
に
習
ひ
て
、
此
の
雨
饗
の
弟
子
を
取
り
生
涯
を
送
り
‘
金
揮

に
て
浪
人
也
。
忍
の
奥
停
を
も
覚
え
た
り
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る

に
、
右
犀
川
河
原
の
脊
事
は
‘
正
徳
以
往
の
事
た
る
事
知
る
べ
し
。

愚
息
多
四
郎
と
あ
る
は
、
盛
昌
が
三
男
に
て
、
後
柴
山
氏
の
猶
子
と

成
り
、
柴
山
多
四
郎
と
呼
べ
h
y
o

叉
哨
随
筆
に
、
笠
松
新
左
街
門
若

き
時
、
犀
川
大
豆
田
河
原
に
首
も
た
き
骸
の
有
る
よ
し
聞
き
て
、
夜

忍
び
行
き
て
刀
の
忍
を
た
め
さ
ば
や
と
息
ひ
、
夜
半
の
頃
濁
り
行
き

し
に
、
折
節
各
の
事
怠
れ
ぽ
雲
浦
h
?と
有
り
て
道
も
な
し
。
川
除
の

上
を
通
り
し
に
‘
川
端
を
狐
の
遁
り
て
、
口
よ
り
火
を
吹
出
し
て
‘

石
の
聞
の
小
魚
を
取
り
て
喰
ふ
。
能
〈
/
¥
見
れ
ば
口
よ
り
つ
く
息

た
り
け
り
。
燐
と
い
ふ
は
是
な
る
べ
し
と
、
新
左
術
門
話
る
。
と
あ

り
。
是
も
貞
享
・
元
践
の
頃
の
事
左
り
し
と
聞
ゆ
。
笠
松
新
左
衛
門

ニ
九




